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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月28日(2018.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬化可能なコーティング組成物を含む白色熱制御塗料であって、前記硬化可能なコーテ
ィング組成物が、
（ａ）ケイ酸塩と、
（ｂ）リン酸カルシウム、リン酸マグネシウムまたはリン酸ナトリウムと、
（ｃ）金属酸化物と、を含み、
　前記白色熱制御塗料は、硬化されるとき、５００℃までの温度で非熱変色性である、白
色熱制御塗料。
【請求項２】
　前記硬化可能なコーティング組成物がリン酸カルシウムを含む、請求項１に記載の白色
熱制御塗料。
【請求項３】
　前記リン酸カルシウムは、リン酸三カルシウム、リン酸四カルシウム、ヒドロキシアパ
タイト若しくはその誘導体、またはその組み合わせを含む、請求項２に記載の白色熱制御
塗料。
【請求項４】
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　前記リン酸カルシウムは、α－リン酸三カルシウムα－ＴＣＰ及びβ－リン酸三カルシ
ウムβ－ＴＣＰ、またはその組み合わせから選択されるリン酸三カルシウムである、請求
項３に記載の白色熱制御塗料。
【請求項５】
　前記リン酸カルシウムは、β－ＴＣＰである、請求項４に記載の白色熱制御塗料。
【請求項６】
　前記リン酸カルシウムは、前記硬化可能なコーティング組成物の重量の約５％～約４０
％、任意に約８％～約２０％、よりさらに任意に約１０％～約１５％、よりさらに任意に
約１０％～約１２．５％、よりさらに任意に約１０％、約１１％、約１２％、または約１
２．５％の量で前記硬化可能なコーティング組成物内に存在する、請求項２～５のいずれ
かに記載の白色熱制御塗料。
【請求項７】
　前記リン酸カルシウムは、約０．１×１０－６ｍ～約５×１０－６ｍの範囲内の粒子サ
イズを有する、請求項２～６のいずれかに記載の白色熱制御塗料。
【請求項８】
　前記リン酸カルシウムは、約０．１×１０－６ｍ～約１．０×１０－６ｍの範囲内の粒
子サイズを有する、請求項７に記載の白色熱制御塗料。
【請求項９】
　前記リン酸カルシウムは、約０．２×１０－６ｍ～約０．５×１０－６ｍの範囲内の粒
子サイズを有する、請求項８に記載の白色熱制御塗料。
【請求項１０】
　前記金属酸化物は、酸化マグネシウム、酸化アルミニウム（ＩＩＩ）、酸化スカンジウ
ム（ＩＩＩ）、酸化イットリウム（ＩＩＩ）、または酸化ジルコニウムを含む、請求項１
～９のいずれかに記載の白色熱制御塗料。
【請求項１１】
　前記金属酸化物は、酸化スカンジウム（ＩＩＩ）、酸化イットリウム（ＩＩＩ）、また
は酸化ジルコニウムを含む、請求項１０に記載の白色熱制御塗料。
【請求項１２】
　前記金属酸化物は、酸化スカンジウム（ＩＩＩ）または酸化イットリウム（ＩＩＩ）を
含む、請求項１１に記載の白色熱制御塗料。
【請求項１３】
　前記金属酸化物は、酸化イットリウム（ＩＩＩ）を含む、請求項１２に記載の白色熱制
御塗料。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかに記載の白色熱制御塗料の、宇宙機及びその部品に適用する
非熱変色性熱制御コーティング組成物としての使用。
【請求項１５】
　宇宙機またはその部品の表面を処理する方法であって、請求項１～１３のいずれかに記
載の白色熱制御塗料を前記表面に適用するステップと、前記硬化可能なコーティング組成
物を硬化させるステップと、を含む、方法。
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